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今
定
例
会
で
は
、
コ
平
成
八
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
な
ど
の
認
定
案
十
二
件
、
「平
成

九
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
二
号
と

な
ど
の
議

案
十
六
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
八
日
は
、
会
期
を
決
定
し
た
後
、
認
定
案
十
二
件

が
上
程
さ
れ
、
提
案
理
由
の
説
明
、
質
疑
が
行
わ
れ
、
こ
の

後
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
会
付
託
と
し
ま
し

た
。
（決
算
特
別
委
員
会
の
構
成
は
別
記
の
と
お
り
）

次
に
、
「平
成
九
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
二

号
と

な
ど
議
案
十
四
件
が
上
程
さ
れ
、
提
案
理
由
の
説
明
、

質
疑
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し

た
。
続
い
て
、
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
六
件
に
つ
い
て

も
委
員
会
官
託
し
、
翌
九
日
、
十
日
を
休
会
と
し
ま
し
た
。

十

一
日
に
は
本
会
議
が
再
開
さ
れ
、
五
議
員
が
市
政
各
般

に
わ
た
り

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
曇
般
質
問
ハ
イ
ラ
イ

ト
は
別
記
の
と
お
り
）

十
二
日
か
ら
十
七
日
ま
で
を
休
会
と
し
、
こ
の
間
、
各
常

任
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
、
陳
情

等
に
つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
八
旧
に
本
会
議
が
再
開
さ
れ
、
は
じ
め
に
、
認
定
案
十

二
件
並
び
に
陳
情
三
件
を
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
総
務
、
建
設
、
産
業
経
済
、
教
育
民
生
の
各
常

任
委
員
長
か
ら
、
付
託
議
案
の
審
査
経
過
、
結
果
が
報
告
さ

れ
、
委
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑
、
討
論
、
採
決
を
行
い
ま

し
た
。
採
決
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
全
て

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
陳
情
五
件

を
採
択
し
、
意
見
書
案
五
件
、
決
議
案

一
件
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
人
事
条
件
と
し
て

「監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
」
の
二
議
案
が
上
程
さ
れ
、
提
案
理
由
の
説
明
、
質
疑
の

後
、
原
案
の
と
お
り
同
意
し
、
今
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
事

件
を
全
て
議
了
し
て
、
平
成
九
年
第
四
回
小
浜
市
議
会
定
例

会
を
閉
会
し
ま
し
た
。
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本会議
会期決定、認定上程、質疑、

決算特別委員会設置、

議案 (予算・条例等)上程、質疑、

委員会付託 (議案 ・陳情)

休 会

本会議 (一般質問)

休 会 (委員会審査)

本会議
閉会中の継続審査、

質疑、討論、採決、

採決、決議案上程、

議案 (人事)上 程、
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郵
響
第
１
号

認
定
第

！２号

認
定
第
３
号

認
定
第
■
号

認
定
第
５
号

認
定
第
６
号

認
定
第
７
号

認
定
第
８
号

認
笹
第
９
号

認
定
第
的
号

認
定
第
１１
号

調
器
街
め
号

【葵

】

議
案
第
６６
号
ブ

議
案
第
６７
号

ッ

議
案
第
６８
号

議
案
第
６９
号

議
案
第
７０
号

議
案
第
７‐
号

議
案
第
７２
号

／

ッ
議
案
第
７３
号

″

′
議
案
第
７４
号

ブ

議
案
第
７５
号

平
成
８！年
度
小
浜
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
８
年
度
小
浜
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

平
成
８
年
度
小
浜
市
加
斗
財
産
区
運
営
曇
撃
盛
軸
公
ハ計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

平
成
８
年
度
小
浜
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
８
年
度
小
浜
市
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
伊
年
度
小
浜
市
老
人
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
８
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
８
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

平
成
８
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

平
成
８
年
度
小
浜
市
西
津
東
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
設
岸
疋
に
つ
い
て

平
成
８
年
度
小
浜
市
国
民
宿
舎
及
び
小
浜
ユ
ー
ス

・
ホ
ス
テ
ル
事
業
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

平
成
８
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
９
年
度
小
浜
市
一
般
会
計
萱
止
予
算

（第
２
号
）

平
成
９
年
度
小
浜
市
筒
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

平
成
９
年
度
小
浜
市
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

平
成
９
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
２
号
）

平
成
９
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

平
成
９
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

平
成
９
年
度
小
浜
市
西
津
東
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

小
浜
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

′  ン

市

長

維
続
審
査

原
案
可
決
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撃
就
△
蚕
口
里
稲
一
（９
月
１
日
か
ら
１１
月
５
日
ま
で
）

９
月
２
日

一
義
雫
奮
運
営
委
員
会

２３２２８ ３
中

一
卒
串
的
韓
筆
車
畑
蜘
研
（知
郭
野
舗
議
会
定
例
会

（１８
日
ま
で
）

％型

総
務
離
難
縫
謗
迎麒
し

福
祉
行
政
、
都
亜
再
開
発
、
清
掃
行
政
、
市
立
病
院
、
老
人
保

健
施
設
に
つ
い
て

北
信
越
市
議
末告
議
長
会
交
通
対
策
特
別
委
員
会
第
２
回
幹
事
市
会

議

（新
潟
県

中
豊
栄
市
）

・
複
合
住
宅
の
建
設
及
び
管
理
運
営
、
開
発
イ
ン
タ
ー
チ
エ
ン
ジ

に
つ
い
て

鋪
し
謡
ル伸宰
粥
嬰
忌
て

，

議
案
第
７６
号

議
案
第
７７
号

ｃ

議
案
第
７８
号

議
案
第
７９
号

■

議
条
第
８０
号

β

議
案
第
８‐
号

・

【膳

】

配
陳
情
第
１７
号

陳
情
第
９
号

険
情
第
セ
号

陳
稽
第
１３
号

陳
情
第
１４
号

険
情
第
１５
号

陳
情
第
１６
号

陳
情
第
１７
号

【意
見
書
】

意
見
書
案
第
８
号

意
見
書
乗
第
９
号

意
見
書
案
第
１０
号

意
見
書
寒
第
１１
号

意
見
書
案
第
１２
号

【決
議
】

決
議
案
第
３
号

小
浜
市
退
隠
料
等
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
及
び
昭
和
三
五
年
二
月

三
一
日
以
前
に
給
付
事
由
が
発
生
し
た
退
隠
料
等
の
年
額
の
改
定
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

福
井
県
市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

小
浜
市
公
共
下
水
道
北
部
中
継
ポ
ン
プ
場
建
設
工
事
委
託
基
本
協
定
の
締
結

に
つ
い
て

小
浜
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

国
民
本
位
の
介
護
保
険
制
度
の
早
期
確
立
に
つ
い
て
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る

陳
情
書

「も
ん
じ
ゅ
」
「ふ
げ
ん
」
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
等
に
関
す
る
陳
情
書

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
陳
情
書

「第
四
次
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
五
箇
年
計
画
」
の
策
定
と
積
極
的
な
推
進

に
関
す
る
活
動
に
つ
い
て

扉

た
な
道
路
整
備
計
画
」
の
策
定
と
道
路
財
源
確
保
に
関
す
る
活
動
に

つ
い
て

公
一務
貝
労
働
者
の
新
賃
金
早
期
決
定
に
関
す
る
陳
情
書

平
成
９
年
度
農
業
再
編
、
食
料

・
農
業

・
農
村
対
策
に
つ
い
て

「サ
ッ
カ
ー
く
じ
」
法
案

（ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る
法
律
案
）

に
関
す
る
陳
情
書

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書

第
四
次
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
五
箇
年
計
画
の
策
定
と
積
極
的
な
推
進
を

求
め
る
意
見
書

道
路
特
定
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書

公
務
員
労
働
者
の
新
賃
金
早
期
決
定
を
求
め
る
意
見
書

平
成
９
年
度
農
業
再
編
、
食
料

・
農
業

・
農
村
に
関
す
る
意
見
書

広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業
若
狭
西
地
区
の
早
期
実
現
に
関
す
る
決
議

原
案
同
意

継
続
審
査

採
択

継
続
審
査

議
員

原
案
可
決

団

体

v 寺
′
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9月 定例会の一般質問は、 9月 11日 に行われ、

柏子議員、中野議員、山本議員、'|!畑議員、岡尾

議員の 5名 が、市政各般にわたり、質問を行いま

した。(質問と答弁の主な要旨は次のとおり)

政
府
は
、
こ
の
人
月
に
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出
抑

制
の
た
め
、
環
境
庁
の
大
気
汚
染

防
止
法
と
、
厚
生
省
の
廃
棄
物
処

理
法
の
政
令
、
省
令
の
改
正
を
打

ち
出
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ

ら
に
対
応
す
る
た
め
、
本
市
に
お

け
る
現
在
の
焼
却
方
法
と
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
、
次
の
三
点
に
つ

い
て
お
尋
ね
す
る
。

①
現
在
の
焼
却
施
設
の
排
出
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
濃
度
の
調
査
結
果
と
そ

れ
に
つ
い
て
の
考
え
方
、
焼
却
灰

の
処
理
方
法
に
つ
い
て

②
現
在
建
設
中
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対

策
と
、
焼
却
灰
の
処
理
方
法
に
つ

い
て
③
学
校
、
保
育
園
、
病
院
、
市
役

所
等
を
含
め
た
公
の
施
設
、
企
業

等
の
ゴ
ミ
焼
却
の
現
状
と
今
後
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
に
つ
い
て

Ａ

轄

犯
ル
ウ
胸
拘
野

き
ま
し
て
は
、
本
年

一
月
に
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
測
定
結
果
は
、

排
ガ
ス
が
六

。
ニ
ナ
ノ
グ
ラ
ム
、

集
じ
ん
灰
が
人

・
七
ナ
ノ
グ
ラ
ム

で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
数
値
に
つ

き
ま
し
て
は
、
厚
生
省
が
示
し
た

基
準
の
八
十
ナ
ノ
グ
ラ
ム
を
か
な

り
下
回
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

五
年
以
内
に
法
規
制
で
五

・
〇
ナ

ノ
グ
ラ
ム
の
数
値
を
示
し
て
く
る

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

は
更
に
、
ゴ
ミ
ピ

ツ
ト
に
お
け
る

撹
拌
実
施
の
強
化
及
び
ゴ
ミ
の
均

一
化
を
図
り
、
焼
却
炉
の
厳
密
な

温
度
管
理
を
併
せ
て
実
施
し
、
完

全
燃
焼
を
心
が
け
ま
す
。

ま
た
、
焼
却
灰
及
び
集
じ
ん
灰

の
処
分
は
、　
一
般
廃
菜
物
最
終
処

分
場
で
埋
立
て
処
分
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

②
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
計
画

で
は
、
新
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生

防
止
等
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
適
用
基

準
の
中
で
の

一
番
厳
し
い
も
の
を

採
用
し
、
二
つ
の
対
応
策
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
完
全
燃
焼
の
た
め
の

定
量
供
給
装
置
の
設
置
、
自
動
燃

焼
管
理
シ
ス
テ
ム
の
採
用
、
高
温

燃
焼
温
度
の
確
保
、
炉
で
の
滞
留

時
間
の
確
保
等
の
実
施
、
二
つ
目

は
、
高
度
な
排
ガ
ス
対
策
で
バ
グ

フ
ィ
ル
タ
ー

（ろ
過
装
置
）
を
低

温
で
使
用
し
、
そ
れ
に
活
性
炭
を

吹
き
込
み
除
去
す
る
方
法
と
、
活

性
炭
の
吸
着
塔
を
設
置
し
、
そ
こ

で
最
低
限
に
ま
で
処
理
す
る
計
画

で
す
。

こ
れ
ら
の
計
画
に
よ
り
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
濃
度
を
〇

・
一
ナ
ノ
グ

ラ
ム
以
下
に
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
集
じ
ん
灰
の
処
理
及
び

最
終
処
分
は
、
薬
品
で
固
め
、
有

害
物
質
が
溶
け
出
す
こ
と
の
無
い

よ
う
に
し
、
埋
立
て
処
分
い
た
し

ま
す
。

③
学
校
で
の
可
燃
物
ゴ
ミ
対
応
は
、

小
学
校
十
六
校
中
、
三
校
が
収
集
、

六
校
が
焼
却
処
理
、
七
校
が
併
用

と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
保

育
園
で
の
可
燃
物
ゴ
ミ
対
応
は
、

十
六
施
設
中
、
九
施
設
が
収
集
、

七
施
設
が
焼
却
処
理
を
併
用
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
気
汚
染
防
止
法
に

よ
り
届
け
出
さ
れ
て
い
る
企
業
等

の
焼
却
施
設
は
、
市
内
で
七
基
だ

け
と
な

っ
て
お
り
、
詳
細
は
つ
か

め
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
対
策
と
し
て
は
、
基
本

的
な
ゴ
ミ
の
減
量
と
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
を
焼
却
し
な
い
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
分
別
処
理
を
徹
底
す

る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
こ
れ
ら

に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
学
校
に
指

示
し
て
お
り
ま
す
。

※
ナ
ノ
グ
ラ
ム
＝
十
億
分
の
一
グ
ラ
ム

（仮
称
）
小
浜
市
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い

て
、
次
の
四
点
を
お
尋
ね
す
る
。

①
造
成
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て②
プ
ラ
ン
ト
エ
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

③
工
事
施
行
管
理
、
監
督
に
つ
い

て
庁
内
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な

っ

て
い
る
か

④
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
取
付
け
道

路
周
辺
の
県
道
整
備
に
つ
い
て


